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農
業
・
農
村
は
、
農
業
生
産
活
動
を
通
じ
て
、
安
全
で
良
質
か
つ

多
様
な
食
料
を
生
産
・
供
給
す
る
と
と
も
に
、
国
土
及
び
自
然

環
境
・
景
観
の
保
全
な
ど
様
々
な
多
面
的
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
人
口
減
少
社
会
が
到
来
す
る
中
、
農
村
に
お
い
て
は
、

農
業
の
担
い
手
の
減
少
と
高
齢
化
、
耕
作
放
棄
地
の
増
大
や
農
産

物
価
格
の
低
迷
に
加
え
、
中
山
間
地
域
の
過
疎
化
等
に
よ
る
地
域

活
力
の
低
下
な
ど
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
﹁
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
﹂
が

大
き
く
見
直
さ
れ
、
平
成
28
年
４
月
よ
り
改
正
法
が
施
行
さ
れ
、

農
業
委
員
会
は
新
た
な
業
務
・
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

課
題
解
決
に
向
け
﹁
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
﹂
を

業
務
の
重
点
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
①
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
化
、

②
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
③
新
規
参
入
の
促
進
の

取
組
体
制
の
強
化
の
た
め
、
農
業
委
員
に
加
え
、
新
た
に
﹁
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
﹂
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
は
、
昭
和

26

年
３
月
に
発
足
以
来
﹁
土
地
と

人
︵
担
い
手
︶
﹂
対
策
を
社
会
的
使
命
と
し
て
、
地
域
農
業
の

振
興
と
農
村
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　
姫
路
市
は
、
改
正
法
施
行
後
初
の
改
選
に
よ
り
、
本
年
８
月

か
ら
新
体
制
が
発
足
。
農
業
委
員

19

名
と
農
地
利
用
最
適
化

推
進
員

36

名
は
自
覚
と
総
意
で
も
っ
て
課
題
解
決
、
負
託
に

応
え
る
所
存
で
い
ま
す
。

　
中
核
都
市
・
姫
路
市
の
農
業
振
興
・
発
展
に
寄
与
す
べ
く
、
精
一
杯

努
め
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
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長
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任期満了に伴い任期満了に伴い88月月11日より新日より新体体 制での業務がスタートしました。制での業務がスタ トしました
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ひめじ農業委員会だよりひめじ農業委員会だより 新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
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八
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た

第
一
回
総
会
に
お
い
て
、
19

名
の
新
た
な
農
業
委
員
が

市
長
か
ら
任
命
さ
れ
、
池
内

宏
行
氏
が
会
長
に
、
会
長
職

務
代
理
者
に
岸
本
英
夫
氏
と

小
段
昭
文
氏
が
、
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
農
業
委
員
会
等
に

関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い

新
設
さ
れ
た
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員

36

名
が
、
農

業
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
、

合
わ
せ
て

55

名
で
の
新
体

制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
総
会
、
地
区
農
政
協
議
会

等
の
会
議
に
お
い
て
、
農
地
の

売
買
・
貸
借
の
許
可
や
農
地

転
用
許
可
等
の
可
否
に
つ
い
て

審
議
し
ま
す
。

　
ま
た
、
推
進
委
員
と
協
力

し
て
農
地
等
の
利
用
の
最
適

化
を
推
進
し
ま
す
。

　
担
当
地
域
に
お
い
て
、
担
い

手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・

解
消
な
ど
、
農
地
等
の
利
用
の

最
適
化
の
た
め
の
活
動
を
行

い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
委
員
と
連
携

し
て
現
場
確
認
を
行
い
、
地
区

農
政
協
議
会
に
お
い
て
意
見
を

述
べ
ま
す
。

　

　
永
年
に
わ
た
り
農
業
委

員
会
活
動
に
貢
献
さ
れ
た

委
員
に
市
長
よ
り
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

被
表
彰
者(

敬
称
略)

　︻
十
年
感
謝
状
︼

　
　
　
　
　
竹
中
　
隆
一

　︻
九
年
感
謝
状
︼

︻
九
年
感
謝
状
︼

　
　
　
　
　
浅
見
　
輝
男

農業委員会からのお知らせ
農地の違反転用は止めましょう！農地転用には許可が必要です。

　農地を農地以外に用途を変更する（農地転用）には、農地法に基づく許可が必要です。

　詳しくは、農業委員会事務局へお越しいただき、直接ご相談ください。

農地を相続した場合には、農業委員会への届出が必要です。

　平成 21 年 12 月の農地法改正によって、相続で農地の権利を取得した場合には、

市町村の農業委員会にその旨を届け出ることが義務付けられました。

農地の適正利用にご協力をお願いします。

＜お問合せ＞　農業委員会事務局　TEL　０７９−２２１−２８２２

　耕作放棄地は、雑草の繁茂や病害虫の発生源に留まらず、ゴミの

不法投棄や火災の要因になるなど周辺へ悪影響を及ぼすことになり

ます。農地を耕作されない場合でも、適宜草刈りを行うなど農地の

適正な管理にご協力をお願いします。
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